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住宅(スト yク・ 7ロ 敷地や建物相互の関係 社会化された生活機能 歩行者や自転車が安全 アイデンチィティを感
一向両者)肉質(広き・ が良好であるか.路地 へ町公共・公益施設が. 快適に行動できるか. じさせる街並;"，緑や
設備・家賃等)と量が 等町空間や土地利用内 地区特性に対応しつつ， サービスや緊急時の自 水辺，歴史性のある建
世帯に対応して適切に 問題も含めて街区肉質 量・質的両面で確保さ 動車がスムーズに行動 物等.優れた形態的資
解き方 確保されているか が確保されているか れているか できるか 質が確保されているか
保全 -既存住宅の老朽化防 -敷地規僕の維持 -既存施設の老桁化防 -気持ちょ〈歩ける遭 -まちの界わい性的維
既存の r，、いものJ 止 -建物高さの維持 止 路町発見と保全 持
を発見しその維持 -業務地区拡大町防止 -路地空聞の保全 -民有縁地.農地内保 -歴史のある社寺町維
を図る 金 持
-水辺や緑町保全
除去 -既存不適格建築対策 -工専地域の住宅除去 -老朽化した施設の除 -交通規制による安全 -プロ yク塀の廃止 | 
既存のr，、ゃなもの」 -不良住宅の除去 -住居系地域的公害工 去 化・快適化 -看板広告の規制
を指摘し，その除去 -低質木賃アパートの 場除去 -迷惑施設の周辺対策 -通路騒音対策 -電柱内地下理化
を図る 除去 -危険物置場内閉鎖
活用 -既存住宅の修繕 -細街路町遊ぴ場化 -公共施設利用状況の -時間による歩行者開 -公共施設の緑化
既存のストックを見 -空家住宅への対策 -遊休地内遊び場化 見直L 放 -社寺地内活用
直L，十分的活用を ， 2項道路への対処 -既存施設内修繕 -道路断面的改修 -市民農園として町話
図る -公共および民間施設 -隅切qの徹底 用
の地域開放 -背割遭路
付加 -公共住宅の建設 -敷地規模規制の設定 -必要な施設の建設 -地区内幹線道路の建 -街並みに似合った公
以上をもって足りな -宅地供給の促進 -プレイロットの新設 -開発に伴う公共施設. 設 共施設の設計
いものは新設する -自主建設組合的応援 スペーえの確保 -袋地町通り抜け化 'Aトリートファュチ
-外構の協調 -歩行者専用遭的建設 ュア
-不撚化的促進 -生け垣化肉強化
要請 -大気汚染.交通騒音 -住工混在状態をどう -他地区の施設との役 -広域避難道路の確保 -河川町広域浄化
地区て解決不可能な 等への対応 するか 割分担とネットワー -幹線道路計画的再検 -緑町ネ yトワークの
問題は都市全体で対 -地元建材的活用 ク化 討 検討
処する -伝統様式工法的普及 -公共下水道的建設 -里山堤防等自然保全
出典:高見沢ほか『居住環境整備の手法』彰国社 1989p.l9 









































































































































































































































































































































240 総合都市研究第 69号 1999
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262 総合都市研究第 69号 1999
ります。それにしても、さきほど申しました建て
替え資力のない居住者対策をどうするか、あるい
は既存不適格という問題、容積率に余剰のないと
ころをどうするか、基本的に建て替えの法的なシ
ステムというものをどのように整備するかという
ことに関しては固に対する要請という形で出され
ているようです。
いずれにしても、この問題に対する区部中心部
の都心区の非常に積極的な取り組みのスタンスと
いうのは今後のこの問題の展開についてかなり期
待を抱かせるのではないだろうか。また、東京都
を初めとして関連団体の取り組みもかなり急ピッ
チに進んできつつあるようで、これから先、国の
早期かっ積極的な支援というものがどのように動
き出すかということが注目されるわけです。今度
の景気対策の特別枠の中では、耐震助成とか改修
の支援について予算要望の形で初めて本格的に建
設省も乗り出すようでありまして、阪神・淡路大
震災の大変重い経験をもとにやっと本格的に動き
出す兆しが出てきたかというのが現状であります。
以上、大変はしよりながら申し上げまして、何
かまとまりのある話をしなければいけないかもし
れませんが、まとめとして 1つ2つだけ申し上げ
まして終わりにいたします。
lつは自治体の住宅政策は環境政策、あるいは
これからの介護保険制度を控えまして高齢者のバ
リアフリーといった問題、あるいは防災まちづく
り政策といった面、そういうさまざまな側面から
総合的に住民の立場から問題にどう取り組むかと
いうのが大きなテーマになってきそうです。
もう 1つは、やはり住宅問題というのはハード
な問題が不可欠でありますので、分譲マンション
の問題を取り上げても、やはりまちづくりの政策
の一環としてしっかり抑えなければならないとい
うのが第2の点であります。
第3の住民参加の点は、中井先生から綾々お話
が出たとおりでありまして、こういう民間の市民
組織の活動というものを専門家のアドバイスを含
めてどう取り上げていくのか、それをどうパック
アップしていくのか。その中で、自治体等を含め
た相手に対する交渉能力あるいは政策の提案機能
でありますとか、そういうものを東京の都市社会
にどう根づかせていくのかという点が単に住宅・
まちづくりの問題にとどまらず、これからの東京
の地域社会のあり方というものを方向づけていく
大変大きな課題ではないかと考えています。そう
いう意味では、分譲マンションの建て替え問題と
いうのは我々に突きつけられた大変貴重な課題で
はないかと考えているわけであります。
大変はしよって恐縮でございますが、以上で終
わらせていただきたいと思います。どうもありが
とうございました。
5.閉会あいさつ
玉川英則
都市研究所の玉川と申します。終わりに当たり
まして、数点お願いとご連絡を申し上げまして、
閉会の辞とさせていただきたいと思います。
まず第 1点目なんですが、お手持ちのパンフ
レットの中にアンケ}ト用紙が入っているかと思
います。そちらの方をぜひご記入いただきまして、
受付の近くにアンケート用紙入れという箱がござ
いますので、そちらにお入れいただければと思い
ます。
第2点目ですが、今日の講演会の内容は私ども
の都市研究所の方で出しております『総合都市研
究jと申します論文集、 1年間に大体3冊くらい
出しておりますけれども、来年刊行予定の f総合
都市研究jに全て収録するという予定にしており
ますので、もしご興味を持たれました方は『総合
都市研究jをご購入いただければと思います。こ
れは都庁の都民情報ルーム等でも販売いたしてお
りますので、ご覧いただければと思います。
第3点目ですが、その『総合都市研究Jという
論文集と並びまして、私ども都市研究所の方で出
しております刊行物といたしまして、先ほど司会
の方からも申し上げましたとおり『都市研究叢書』
という書籍がございます。こちらの方は研究論文
集というよりは、より一般向けにわかりやすく都
市問題あるいは都市研究の最新の成果を解説した
ものでございますので、そちらの方もぜひご覧い
ただき、ご購入いただければと思います。先ほど
第ll[司公開講演会:都市の環境と住宅・まちづくりの課題
休憩時間のときにご覧になられた方もいらっしゃ
るかと思いますが、受付の方で若干の予備がござ
いますので、またご覧いただければと思います。
それから、そのような研究出版活動と並びまし
て、私どもの研究所の方で、行っておりますもう 1
つの大きな活動といたしまして、大学院における
教育活動というのがございます。それにつきまし
ては、お手持ちのパンフレットの中に「大学院都
市科学研究科jというタイトルがついたピンク色
の表裏刷りの 1枚物に概要が書いてありますので、
ご覧いただければと思います。
この大学院は昼夜間講制、昼夜講義を開講する
という形をとっておりまして、大学院修士課程に
つきまして定員の約半数は社会人の方を受け入れ
るという形でやらせていただいております。した
がいまして、定職を持ちながら平日の夜とか土曜
日の午後に講義、演習等をやっておりますので、
そちらの方へ参加いただ、きながら修士論文を書い
ていただいて、学位を取っていただくということ
ができる大学院になっておりますので、ぜひご覧
いただければと思います。
以上、都市研究所の教育活動、出版活動、研究
活動という形でやらせていただいております。ぜ
ひ今後とも都市研究所の活動あるいは都市科学研
究科の教育活動につきましてご理解とご協力をい
ただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
それでは、これにて都立大学都市研究所第11回
公開講演会をお聞きとさせていただきます。長時
間にわたるご清聴、どうもありがとうございまし
た。
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